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▼
　
コ
ロ
ナ
支
援
事
業
一
覧感染拡大の影響を受け、学業継続

が困難と見込まれる大学生等を
有する町内在住の保護者に給付す
る。申請期限R2.8.31まで
　・別居　１人につき５万円
　・同居　１人につき２万円

補正予算額　3,000万円

県の休業要請等に応え、休業協力
金を認められた町内外の小規模企
業者に雇用され、休業で減収した
町民へ一律２万円を交付する。
申請期限R2.9.30まで

補正予算額　2,000万円

休職等を余儀なくされた町民等を
人手不足の農業分野で雇用した場
合、賃金の一部を補助する。
対象期間R2.4.1～11.30まで
申請期限R2.12.28まで

補正予算額　540万円

ひとり親家庭医療費受給世帯に対
し、町内産地直売所４店舗で使え
る商品券１万円分を支給し、生活
支援と生産者(農家)支援をする。
※対象者に商品券を郵送

補正予算額　350万円

避難所等の感染症対策に必要な物
品を購入し備蓄する。
〔備蓄品〕�マスク、消毒液、歯ブ

ラシ、段ボールパー
テーション等

補正予算額　237万円

２月～12月のいずれかの月の売
上収入が前年同月より減少した畜
産（肉牛・乳牛）農家と漁業者へ
一律20万円支給する。

補正予算額　880万円

小中学校、幼稚園、認定こども
園、放課後児童クラブ等にマスク
や消毒液、非接触型体温計、扇風
機等を購入し、備え付ける。

補正予算額　1,043万円

商工会で販売するプレミアム付商
品券（１万円分の商品券に3,000
円分のプレミアム付）で町内の消
費拡大を図る。販売期間R2.8.28
～なくなり次第終了。
※�R2.8.28～30までは町民交流セ
ンターで販売し、31日からは
商工会本所で販売。

補正予算額　3,350万円

地場産品の消費拡大を図るため農
協や漁協と連携し、農産物と水
産物それぞれ3,000円分の商品を
1,000円で販売する。

補正予算額　280万円

学生応援給付金事業
（大学、短大、専門学校生等）

休業協力事業所減収者
支援給付金交付事業

農業労働力確保
支援事業

ひとり親家庭支援
商品券支給事業

避難所等における
感染症対策事業

農水産業
定額給付金事業

学校・子どもの
感染予防事業

プレミアム付商品券
発行事業費補助事業

農水産物プレミアム
販売助成事業

　新型コロナウイルス感染対策に 伴う

町　独　自　　支援事業
町では町民の健康と安全を第一とした感染予

防対策に努めるとともに、疲
ひ

弊
へい

した地域経済

を打破すべく、種
しゅ

々
じゅ

の対策に取り組みます。

⃝おいらせ町議会だより 2020.7.27 発行／懸かけはし橋⃝ 2



▼
　
コ
ロ
ナ
支
援
事
業
一
覧

※その他の
税目の減免も
ありますので、
詳しくは税務課へ
お問合せ下さい。

感染拡大の影響で減収した町内小
規模企業者に支給する。①飲食業、
タクシー業、運転代行業、露天商：
20万円②卸売業、小売業、サービ
ス業：10万円※一部対象外有
申請期限R2.9.30まで

補正予算額　5,000万円

直近３ヶ月間の売上収入が前年同
月と比較し、減収した飲食店舗の
賃借料等について月５万円を上限
に２ヶ月分助成する。
申請期限R2.9.30まで

補正予算額　1,000万円

一時的に下水道、農業集落排水の
使用料の支払いが困難な方への支
払いを猶予する。

買い物（飲食・サービス業含む）
等の未来利用チケットを共同作成
し販売する団体に対し、その印
刷諸経費の５分の４を補助する。
（上限30万円）
申請期限R3.3.31まで

補正予算額　60万円

一時的に町営住宅使用料の支払い
が困難な方への支払いを猶予す
る。

解雇された方や内定取消し等によ
り、今後、収入の見込みがない
町民を雇用した町内事業者に、
１ヶ月３万円を上限に最大12ヶ
月分を交付する。新規雇用期間の
R2.1.1～ R3.3.31までが対象で、
申請は雇用から３ケ月以内。

補正予算額　720万円

収入が概ね20％以上減収した場
合、無担保かつ延滞金無しで１年
間、徴収の猶予をする。
【税目】住民税、固定資産税、軽
自動車税、国民健康保険税

一時的に奨学資金貸付金償還金の
支払いが困難な方への支払いを猶
予する。

事業継続支援給付金
交付事業

テナント料等助成金
交付事業

下水道使用料の猶予

買い物クーポン券
発行事業費補助事業

税
金
等
の
減
免
・
猶
予

町営住宅使用料
の猶予

特別緊急雇用奨励金
交付事業

町税等の納税猶予

奨学資金貸付金
償還金の猶予

　新型コロナウイルス感染対策に 伴う

町　独　自　　支援事業

ことばの
　ヒント！

猶
ゆう
予
よ
とは？

実行の日時を
　　延ばすこと。

※この各種支援は基本的に町民が対象であり、「町民」とは、おいらせ町に住民登録をしている方になります。
※事業の詳細内容や申請方法は、「担当課へお問合せ」か「ホームページ」をご覧ください。
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▼　
５
月
臨
時
会　
議
案
審
議

令和２年度　　　　　一　般　会　計（第２号）
既定予算の総額から１億3,816万円を増額
予算総額は、128億4,798万円　

学生応援給付金 3,000万円

農水産業定額給付金 880万円

子育て世帯への臨時特別給付補助金 4,062万円 子育て世帯への臨時特別給付金 3,711万円

保育対策総合支援事業費補助金 793万円 事業継続支援給付事業費補助金 2,000万円

財政調整基金の取り崩し 8,137万円 テナント料等助成金交付事業費補助金 1,000万円

令和元年度　　　　　一　般　会　計（第６号）　　　　令和２年３月31日専決
歳入の主な内容 補正予算額 歳出の主な内容 補正予算額

財政調整基金の取り崩し ▲１億4,660万円 給食材料費 ▲1,100万円

令和２年度　　　　　一　般　会　計（第１号）　　　　令和２年４月24日専決
特別定額給付金国庫補助金 25億3,467万円 全住民一律10万円の特別定額給付金 25億2,500万円

令和２年度　　　　　特　別　会　計
特別会計 補正予算 補正後予算総額 歳出の主な内容

国民健康保険(第１号) 60万円 25億3,255万円 新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金

※千円の位を四捨五入しています。

５ 月 算補 正 予 しました

可決

臨時会
５月

　
令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
５
月
15
日
の
１
日
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
か
か
る
条
例
の
一
部
改

正
の
ほ
か
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
補

正
予
算
な
ど
の
専
決
処
分
の
承
認
９
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
の
議
案
３
件
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▼議案審議一覧 ５月15日（金）
全て原案可決

承認第 ２号

承認第 ３号

承認第 ４号

承認第 ５号

承認第 ６号

承認第 ７号

承認第 ８号

承認第 ９号

承認第10号

議案第33号
議案第34号
議案第35号

専決処分の承認を求めることについて
（おいらせ町町税条例等の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて

（おいらせ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて

（おいらせ町地方活力向上地域に係る固定資産税の特別措置に関
する条例の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて

（令和元年度おいらせ町一般会計補正予算（第６号）について）
専決処分の承認を求めることについて

（令和元年度おいらせ町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
について）
専決処分の承認を求めることについて

（令和元年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別会計補正予算（第３
号）について）
専決処分の承認を求めることについて

（令和元年度おいらせ町公共下水道事業特別会計補正予算（第４
号）について）
専決処分の承認を求めることについて

（令和２年度おいらせ町一般会計補正予算（第１号）について）
専決処分の承認を求めることについて

（おいらせ町町税条例の一部を改正する条例について）
おいらせ町国民健康保険条例の一部を改正する条例について
令和２年度おいらせ町一般会計補正予算（第２号）について
令和２年度おいらせ町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に
ついて
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▼　
５
月
臨
時
会　
議
案
審
議

５ 月 の 主 な
議 案 審 議

【
承
認
第
３
号
】

専
決
処
分
の
承
認
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

問 

平
野
敏
彦
議
員　

改
正
後
、
納
税
者
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

課
税
限
度
額
が
上
が
る
と
、
高
い

所
得
者
の
国
保
税
額
は
上
が
り
、
令
和

元
年
度
末
時
点
で
76
世
帯
が
該
当
し
、

全
体
の
約
２
％
と
な
る
。

　

一
方
で
軽
減
の
引
上
げ
に
よ
り
軽
減

対
象
者
が
増
え
、
５

割
軽
減
が
５
２
９
世

帯
、
２
割
軽
減
の
４

４
１
世
帯
が
該
当
し
、

全
体
の
約
13
％
と
な

る
見
込
み
。

【
承
認
第
５
号
】

専
決
処
分
の
承
認
令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
６
号)

問 

佐
々
木
勝
議
員　

ハ
ー
ト
ピ
ア
助
成
金
は
予
算
の
半
分
し

か
申
請
が
な
か
っ
た
の
か
。
町
内
会
の

活
性
化
の
た
め
に
活
用
対
策
の
検
討
を
。

答 

県
の
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
毎
年

約
１
千
万
円
が
交
付
。
そ
の
約
半
分
を

町
内
会
等
で
ハ
ー
ト
ピ
ア
助
成
金
と
し

て
活
用
し
、
昨
年
度
実
績
は
２
５
７
万

円
で
20
件
あ
り
、
残
金
は
ハ
ー
ト
ピ
ア

基
金
へ
積
み
立
て
し
た
。
広
報
や
町
内

会
長
会
議
等
で
年
２
回

募
集
し
、
審
査
会
を
経

て
助
成
を
決
定
し
て
い

る
。

【
承
認
第
９
号
】

専
決
処
分
の
承
認
令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

問 

松
林
義
光
議
員

特
別
定
額
給
付
金
は
国
か
ら
い
つ
町
へ

入
金
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
交
付
は
実

績
に
よ
る
も
の
か
。
更
に
、
一
番
早
い

町
民
へ
の
給
付
金
の
支
払
日
は
。

答 

国
か
ら
の
交
付
は
概
算
払
い
で
５

月
25
日
頃
入
金
さ
れ
、
実
績
交
付
と
な

る
。
町
民
へ
の
一
番
早
い
支
給
日
は
５

月
28
日
を
予
定
し
て
い
る
。

問 

町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
ど
の
よ

う
に
決
ま
っ
た
の
か
。
他
団
体
が
主
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
職
員
の
応
援
は
あ
る
か
。

答 

年
内
の
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
は
中

止
や
延
期
と
し
、
他
団
体
に
つ
い
て
も

同
様
に
要
請
し
て
い
る
。
仮
に
他
団
体

が
実
施
す
る
場
合
、
感
染
リ
ス
ク
の
観

点
か
ら
職
員
の
派
遣
は
考
え
て
い
な
い
。

問 

個
人
や
企
業
等
か
ら
の
マ
ス
ク
の

寄
贈
は
、
ど
う
活
用
し
た
か
。

答 

現
在
は
、
町
の
備
蓄
用
に
保
管

し
て
い
る
。
町
の
マ

ス
ク
の
備
蓄
数
が
少

な
く
活
用
す
る
た
め

に
は
相
当
数
が
必
要

な
た
め
、
企
業
等
か

ら
の
寄
附
の
申
し
出

数
が
ま
と
ま
り
次
第
、

配
布
し
た
い
。

【
議
案
第
34
号
】

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

問 

柏
﨑
利
信
議
員

事
業
継
続
支
援
給
付
事
業
、
テ
ナ
ン
ト

料
等
助
成
金
交
付
事
業
の
対
象
者
は
住

民
登
録
者
の
み
か
。

答 

店
舗
を
有
す
る

事
業
者
に
改
め
る
予
定
。

問 

澤
上
勝
議
員

自
宅
通
学
で
も
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な

い
大
学
生
に
対
し
、
支
援
し
て
は
。

ま
た
、
事
業
継
続
支
援
給
付
金
の
対
象

者
を
、
全
事
業
者
に
拡
大
し
て
は
。

答 

次
の
第
２
弾
で
検
討
し
た
い
。

問 

澤
上
訓
議
員

事
業
継
続
支
援
給
付
事
業
に
つ
い
て
、

町
民
が
町
外
で
店
舗
を
有
す
る
場
合
に

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
は
。

答 

他
市
町
村
を
調
査
し
、
町
内
店
舗

の
要
件
で
実
施
す
る
旨
を
確
認
し
た
。

八
戸
市
は
10
万
円
。
十
和
田
市
・
三
沢

市
・
六
戸
町
は
20
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

当
町
も
20
万
円
と
し
た
。

問 

馬
場
正
治
議
員

テ
ナ
ン
ト
料
等
助
成
金
交
付
事
業
に
つ

い
て
近
隣
市
町
村
の
対
応
は
。

答 
調
査
し
た
結
果
、
近
隣

市
町
村
で
は
実
施
し
て
お
ら

ず
、
当
町
の
み
の
独
自
支
援

策
で
あ
る
。

　

町
対
策
本
部
を
設
置
し
、
感
染
症
対
策

を
講
じ
た
ほ
か
、
国
の
支
援
策
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
町
独
自
の
支
援
策
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
。

【
感
染
症
対
策
】

・
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
の
中
止
又
は
延
期

・
公
共
施
設
の
利
用
制
限

・
小
中
学
校
の
休
校
等
の
対
応

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
対
応

・
お
い
ら
せ
病
院
の
対
応

・�

住
民
、
事
業
者
等
へ
の
注
意
喚
起
及

び
情
報
提
供

【
経
済
対
策
支
援
策
】

・�

大
学
生
等
へ
の
支
援
金
５
万
円
の
支
給

・�

奨
学
資
金
貸
付
金
の
追
加
募
集
及
び

償
還
金
の
支
払
い
猶
予

・
事
業
継
続
支
援
給
付
金
交
付
事
業

・�

買
い
物
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業
費
補

助
事
業

・
特
別
緊
急
雇
用
奨
励
金
交
付
事
業

・�

テ
ナ
ン
ト
料
等
助
成
金

交
付
事
業

・�

農
水
産
業
定
額
給
付
金

事
業

・�

税
、
税
外
収
入
等
の
減

免
及
び
猶
予

第
２
回
議
員
全
員
協
議
会

　

５
月
１
日
（
金
）、
議
員
全
員
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。
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▼　
６
月
定
例
会　
議
案
審
議

令和２年度　　　　　一　般　会　計（第３号）
既定予算の総額から１億6,386万円を増額
予算総額は、130億1,184万円　

歳出の主な内容 補正予算額

ひとり親家庭支援商品券支給事業交付金 350万円

歳入の主な内容 補正予算額 農業労働力確保支援事業費補助金 540万円

社会保障・税番号制度システム整備費補助金 895万円 町商工会プレミアム付商品券発行事業費補助金 3,350万円

県市町村元気事業費補助金 608万円 休業協力事業所減収者支援給付金 2,000万円

財政調整基金の取り崩し 1億4,883万円 消火栓補修等工事費負担金 175万円

令和２年度　　　　　特　別　会　計
特別会計 補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容

国民健康保険(第２号) 62万円 25億3,317万円 感染症対策の健診返送用の通信運搬費等

介護保険(第１号) 247万円 23億1,846万円 産休・育休代替職員人件費等

病院事業会計(第１号) 388万円 10億6,166万円 コロナウイルスに係る特殊勤務手当、器械備品購入費等

※千円の位を四捨五入しています。

６ 月 算補 正 予 しました

可決

定例会
６月

　
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月

４
日
か
ら
９
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
条
例
の
一
部
改
正
の
ほ
か
、
令
和
２

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会

計
補
正
予
算
な
ど
報
告
２
件
と
議
案
９

件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▼議案審議一覧 報告２件は６月８日、
議案９件は６月９日全て原案可決

報告第 ２号
報告第 ３号
議案第36号

議案第37号
議案第38号
議案第39号

議案第40号
議案第41号
議案第42号

議案第43号

議案第44号

令和元年度おいらせ町一般会計継続費繰越計算書について
令和元年度おいらせ町一般会計繰越明許費繰越計算書について
おいらせ町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する
条例について
おいらせ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
おいらせ町介護保険条例の一部を改正する条例について
水槽付き消防ポンプ自動車（百石第１分団）購入契約の締結につ
いて
木ノ下小学校講堂天井改修工事請負契約の締結について
令和２年度おいらせ町一般会計補正予算（第３号）について
令和２年度おいらせ町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
について
令和２年度おいらせ町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ
いて
令和２年度おいらせ町病院事業会計補正予算（第１号）について

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
行
政
報
告

５
月
15
日(

金)

開
催

【
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震

モ
デ
ル
に
よ
る
津
波
浸
水
想
定
に
つ
い
て
】

▼�

令
和
２
年
４
月
21
日
に
国
の
公
表
内
容

が
、
こ
れ
ま
で
の
町
の
想
定
と
対
策
に

影
響
さ
れ
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。

①
避
難
時
間
が
短
く
な
る
可
能
性

②
避
難
距
離
が
短
く
な
る
可
能
性

③
避
難
目
標
地
点
が
変
更
と
な
る
可
能
性

▼�

今
後
の
町
の
対
応
は
、
県
の
津
波
浸
水

想
定
図
公
表
等
を
受
け
、
令
和
３
～
４

年
度
に「
町
津
波
避
難
計
画
」、「
町
地
域

防
災
計
画
」、「
町
防
災

安
全
マ
ッ
プ
」を
見
直

し
、
令
和
５
年
度
以
降

に
町
総
合
防
災
訓
練
を

予
定
。

令
和
２
年
第
３
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

５
月
18
日(

月)

開
催

【
都
市
計
画
見
直
し
に
つ
い
て
】

　

現
在
の
当
町
の
都
市
計
画
は
、
八
戸
市

を
含
む
広
域
都
市
計
画
に
指
定
さ
れ
て
い

る
区
域
と
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域
が
存

在
し
て
い
る
た
め
、
１
町
２
制
度
に
よ
る

土
地
利
用
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、

将
来
的
に
ま
と
ま
り
あ
る
市
街
地
や
既
存

集
落
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
全
町
統
一
的
な

土
地
利
用
制
度
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

将
来
の
社
会
情
勢
に
対

応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

考
慮
し
、
都
市
計
画
見

直
し
を
進
め
る
予
定
。
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▼　
６
月
定
例
会　
議
案
審
議

６ 月 の 主 な
議 案 審 議

【
議
案
第
36
号
】

町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

問 

平
野
敏
彦
議
員　

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
対
象
者
は
。

答 

帰
国
者
接
触
者
外
来
の
指
定
を
受
け
て

い
る
お
い
ら
せ
病
院
で
は
、
疑
い
を
含
む
コ

ロ
ナ
感
染
者
に
対
し
、
防
護
服
を
着
用
し
、

診
察
し
た
医
師
、
看
護
師
、
検
査
技
師
を
対

象
と
す
る
。

【
議
案
第
39
号
】

水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車(
百

石
第
１
分
団)

購
入
契
約
の
締
結

問 

西
館
芳
信
議
員

水
槽
付
き
消
防
自
動
車
１
台
が
５
６
１
０
万

円
と
高
額
だ
が
、
水
槽
付
き
消
防
車
と
通
常

の
消
防
車
の
台
数
と
、
今
後
の
配
備
計
画
は
。

答 

現
在
、
百
石
地
区
９
分
団
、
下
田
地
区

９
分
団
に
１
台
ず
つ
配
置
さ
れ
合
計
18
台
あ

る
。
そ
の
う
ち
の
水
槽
付
き
ポ
ン
プ
車
が
５

台
、
通
常
の
ポ
ン
プ
車
が
13
台
あ
る
。

　

配
備
計
画
は
、
基
本

的
に
現
在
あ
る
も
の
を

更
新
し
て
い
く
が
、
消

防
水
利
の
関
係
や
将
来

的
に
消
防
団
の
統
廃
合

の
こ
と
も
見
据
え
な
が

ら
今
後
、
計
画
的
に
配

備
し
て
い
く
。

【
議
案
第
41
号
】

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

問 

柏
﨑
利
信
議
員

今
年
度
は
敬
老
会
を
実
施
す
る
の
か
。

ま
た
、
他
市
で
は
対
象
者
全
員
に
弁
当
配
布

し
て
い
る
が
、
当
町
で
は
参
加
者
の
み
の
助

成
で
、
不
公
平
で
あ
る
。
様
々
な
協
議
の
場

が
必
要
な
た
め
代
表
者
会
議
を
開
催
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答 

敬
老
会
の
開
催
に

つ
い
て
、
課
内
で
検
討

中
の
た
め
、
代
表
者
会

議
の
開
催
に
つ
い
て
も

検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

【
議
案
第
44
号
】

令
和
２
年
度
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

問 
沼
端
務
議
員

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
の
医
療

費
は
個
人
負
担
か
。
ま
た
、
冬
季
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
も
今
か
ら
検
討
し
隔
離
が
必

要
と
考
え
る
が
。

答 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
入
院
し

た
場
合
の
医
療
費
は
国
が
負
担
す
る
。

現
在
は
、
一
般
外
来
と
発
熱
外
来
の
動
線
を

分
け
感
染
予
防
策
を
講
じ
て
い
る
。
患
者
か

ら
の
感
染
防
止
の
た
め
、
今
補
正
予
算(
大

型
空
気
清
浄
機
と
ク
リ
ー

ン
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン)

で

計
上
。
今
後
も
国
か
ら
医

療
機
関
へ
の
補
助
等
を
活

用
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

　

町
で
は
、
独
自
支
援
策
第
２
弾
と
し
て
、

・
事
業
継
続
支
援
給
付
金
交
付
対
象
者
を
拡
大

・
県
休
業
協
力
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
減
収
し
た
従
業
員
へ
２
万
円
支
給

・
大
学
生
等
で
自
宅
通
学
中
の
保
護
者
に
２
万
円
支
給

・
買
い
物
ク
ー
ポ
ン
券
共
同
発
行
の
補
助
率
を
５
分
の
４
に
引
上
げ

・
ひ
と
り
親
家
庭
商
品
券
１
万
円
分
の
支
給

・
農
協
や
漁
協
と
連
携
し
て
行
う
農
水
産
物
プ
レ
ミ
ア
ム
販
売
助
成
事
業

・
商
工
会
が
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
事
業
へ
の
補
助

・
解
雇
者
等
を
雇
用
し
た
農
業
者
へ
日
当
３
千
円
を
支
援

・
避
難
所
等
感
染
症
対
策
経
費

等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

第
３
回
議
員
全
員
協
議
会

　
５
月
25
日(

月)

、
議
員
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
及
び
、
町
の
独
自
支
援
策
第
２
弾
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

問 

楢
山
忠
議
員　

小
規
模
企
業
者
が
事
業
継
続
す
る

た
め
に
は
減
少
率
20
％
が
限
界
。

事
業
継
続
支
援
給
付
事
業
で
売
上

が
前
年
度
比
30
％
と
し
た
理
由
は
。

答 

他
市
町
村
で
は
、
減
少
率
20

～
50
％
と
幅
が
あ
り
、
検
討
し
た

結
果
30
％
と
し
た
。

問 

農
水
産
物
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
売
数
が
少
な
い
理
由
は
。

答 

農
協
・
漁
協
と
協
議
し
、
出

品
可
能
な
数
を
設
定
し
た
。

問 

プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
販
売

時
期
と
方
法
は
。

答 

商
工
会
で
年

金
支
給
月
の
８
月

か
10
月
を
予
定
し

て
い
る
。
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▼
　
一
般
質
問

※�「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導による
政策論議です。
　年４回の定例会で行われます。
　�議員が、町の一般事務について、執行機関に対しその
執行の状況及び将来の方針等について所信をただし、
事実関係を明らかにすることにより、現行の政策を変
更、是正させ、あるいは新規の政策を採用させるなど
の目的効果があります。

※�一問一答方式の場合、60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　�「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が原稿を
作成しており、スペースの都合上、質問と答弁を要
約しています。
※�会議録は、議会事務局（本庁舎３階）や町議会ホー
ムページ
　�（http://www.town.oirase.aomori.jp/site/
gikai/）で閲覧できます。
　また、本庁舎議場での傍聴もお待ちしております。

ページ 議員（質問順） 主な質問項目

９ 楢　山　　　忠　議員

・企業版ふるさと納税について問う
・森林伐採後の対策について問う
・通学路の確保と用水路の整備について問う
・ コロナ感染予防対策の緩和後における学校教育について
問う

10 平　野　敏　彦　議員 ・新型コロナウイルス対策について問う

11 日野口　和　子　議員
・「多重介護」に対する支援の方向性について問う
・「任意後見人」制度について問う
・一人暮らしの高齢者への対応について問う

一 般 質 問
ここが聞きたい

よりよいまちづくりのために
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▼
　
一
般
質
問

答 

企
業
か
ら
の
寄
附
を
受
け
る
環

境
は
整
備
さ
れ
て
い
る
が
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
企
業
も
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
た
め
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
寄
附
を
募
り
た
い
。

答 

国
や
県
、
森
林
組
合
の
補
助
制

度
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
町
と
し

て
予
定
し
て
い
な
い
。

答 

森
林
環
境
整
備
基
金
条
例
の
中

で
、
森
林
環
境
整
備
や
促
進
事
業
、

森
林
経
営
管
理
制
度
に
関
す
る
事
業
、

木
材
利
用
促
進
事
業
の
財
源
に
充
当

す
る
事
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
森
林

環
境
譲
与
税
の
趣
旨
や
町
条
例
に
基

づ
く
事
業
を
検
討
し
た
い
。

答 

町
内
の
森
林
伐
採
面
積
は
、
平

成
29
年
度
約
31�

ha
、
平
成
30
年
度
約

23�

ha
、
令
和
元
年
度
約
47�

ha
。
木
材

用
途
は
、
製
材
、
チ
ッ
プ
、
合
板
と

な
っ
て
い
る
。
販
売
価
格
は
、
樹
種

や
品
質
に
も
よ
る
が
、
１
㎥
当
り
約

９
千
円
で
経
費
を
差
し
引
き
、
所
有

者
へ
は
千
㎡（
１
反
）当
り
10
万
か
ら

15
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
木
材

代
金
が
所
有
者
の
十
分
な
収
入
か
は
、

所
有
者
の
見
解
に
よ
る
。

答 

県
へ
確
認
し
、
４
月
時
点
で
は

樹
種
全
般
の
素
材
価
格
下
落
な
ど
大

き
な
変
動
は
な
い
。
し
か
し
、
林
業

関
係
団
体
か
ら
、
需
要
減
に
よ
り
原

木
の
価
値
が
低
下
す
る
前
に
早
急
に

流
通
さ
せ
る
対
策
を
講
ず
る
よ
う
県

へ
要
望
が
あ
っ
た
。

　

全
国
知
事
会
も
、
原
木
の
保
管
や

輸
送
費
用
の
支
援
、
素
材
価
格
安
定

化
な
ど
国
へ
の
支
援
を
要
請
し
た
こ

と
に
加
え
、
今
後
、
国
産
材
の
住
宅

建
築
支
援
制
度
の
創
設
を
要
請
す
る

予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

　

木
材
価
格
安
定
対
策
は
、
国
や
県

レ
ベ
ル
で
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
事
か
ら
、
町
で
は
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

答 

通
学
路
は
、
町
通
学
路
安
全
推

進
協
議
会
で
検
討
し
て
お
り
、
方
針

と
し
て
用
地
買
収
を
伴
わ
な
い
も
の

が
前
提
。
但
し
、
状
況
に
応
じ
、
対

応
。
同
付
近
の
見
通
し
が
悪
い
区
間

を
拡
幅
す
る
場
合
、
用
地
費
や
フ
ェ

ン
ス
、
門
扉
な
ど
の
移
転
補
償
費
が

多
額
と
な
る
た
め
用
水
路
を
含
め
て

効
果
的
な
整
備
手
法
を
検
討
す
る
。

答 

夏
休
み
期
間
中
の
３
校
で
３
日

間
、
５
校
で
４
日
間
、
給
食
を
提
供

し
、
出
校
日
と
す
る
予
定
。

答 

水
泳
の
授
業
は
、
感
染
症
の
リ

ス
ク
を
考
慮
し
、
全
て
の
学
校
が
実

施
し
な
い
の
で
、
夏
休
み
の
木
ノ
下

小
学
校
の
プ
ー
ル
開
放
及
び
、
町
民

プ
ー
ル
へ
の
送
迎
も
実
施
し
な
い
。

　

な
お
、
町
民
プ
ー
ル
の
開
館
は
、

７
月
１
日
と
し
た
。

コロナ緩和後の学校教育の
学習状況の遅れをどう取り戻す

楢山　　忠 議 員

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の

�

取
り
組
み
は

問 

令
和
２
年
度
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
が
改
善
さ
れ
た
が
地
方
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
各
種
事
業
へ
活

用
す
る
考
え
は
。

問 

こ
こ
数
年
の
町
内
森
林
伐
採
面

積
と
、
用
途
、
販
売
価
格
は
。
ま
た
、

代
金
は
所
有
者
の
十
分
な
収
入
か
。

問 

木
材
価
格
の
安
定
化
対
策
を
検

討
す
る
考
え
は
。

問 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
付
近
に
歩

道
が
な
く
児
童
生
徒
が
危
険
な
状
態

で
あ
る
。
ま
た
、
同
付
近
が
冠
水
す

る
た
め
整
備
を
。

問 

現
時
点
で
の
、
学
校
プ
ー
ル
や

町
民
プ
ー
ル
の
開
放
は
。

▲町内の山土場に
　　滞留している原木

森
林
伐
採
後
の
対
策
は

問 

植
樹
奨
励
事
業
の
検
討
は
。

問 

今
年
度
予
算
に
林
業
総
務
費
に

１
８
８
万
円
を
積
立
て
て
い
る
が
、

こ
れ
を
植
樹
奨
励
補
助
金
と
し
て
活

用
す
る
考
え
は
。

通
学
路
の
確
保
と

�

用
水
路
の
整
備
を

▲老人福祉センター
付近の通学路　

コ
ロ
ナ
緩
和
後
の
学
校
教
育
は

問 

休
校
の
長
期
化
で
授
業
時
間
の

確
保
の
ほ
か
、
学
校
行
事
も
含
め
た

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
保
障
す
る
た

め
、
国
で
は
学
校
教
育
指
導
を
最
長

３
年
間
延
長
し
た
。
今
後
の
授
業
時

間
確
保
計
画
は
。
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▼
　
一
般
質
問

答 

通
知
は
５
月
16
日
に
完
了
し
、

６
月
３
日
現
在
で
申
請
世
帯
は
93
％

を
受
付
交
付
決
定
済
で
あ
る
。
う
ち
、

８
０
０
８
世
帯
の
20
億
９
１
０
万
円

の
支
払
い
を
完
了
し
て
お
り
、
未
申

請
者
へ
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
と
共
に
、
個
別
通
知
等
の
勧

奨
対
策
を
講
じ
る
。

答 

６
月
５
日
時
点
で
６
３
２
世
帯

が
未
申
請
。
現
在
、
町
で
は
、
給
付

に
重
点
を
置
き
作
業
し
て
い
る
。

　

今
後
、
介
護
福
祉
課
と
連
携
し
、

未
申
請
者
に
対
し
、

個
別
連
絡
等
の
支

援
を
講
じ
る
。

答 

３
密
の「
密
閉
・
密
集
・
密
接
」

を
防
止
す
る
た
め
、
午
前
と
午
後
の

換
気
、
全
職
員
の
マ
ス
ク
着
用
等
を

指
示
し
て
い
る
。
更
に
手
が
触
れ
る

箇
所
の
消
毒
を
行
い
可
能
な
限
り
感

染
防
止
策
を
図
っ
て
い
る
。

答 

県
と
の
見
解
の
相
違
は
な
い
が
、

執
務
室
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
基
本

的
な
対
策
を
取
り
、
感
染
予
防
に
努

め
て
い
る
。

答 

現
在
、
職
員
が
感
染
し
た
場
合

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
中
で
あ
る
。

一
例
と
し
て
、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
一
時
的
な
執
務
室
設
置
も
検
討
し

て
お
り
、
そ
の
経
費
を
６
月
補
正
に

計
上
し
た
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
等
は

関
係
課
を
含
め
今
後

検
討
し
て
い
く
。

答 

町
で
は
Ａ
Ｉ
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ

の
デ
モ
を
実
施
し
た
が
、
本
庁
・
分

庁
舎
の
入
口
全
て
に
設
置
す
れ
ば
約

６
０
０
万
円
の
経
費
が
発
生
す
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
導
入
し
た

場
合
、
モ
ニ
タ
ー
の
確
認
者
や
発
熱

者
対
応
等
の
方
針
が
決
ま
っ
て
い
な

い
た
め
導
入
を
見
送
る
こ
と
と
し
た
。

　

今
後
、
三
沢
市
で
の
導
入
事
例
を

参
考
に
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

答 

国
の
交
付
金
は
現
時
点
で
は
詳

細
不
明
だ
が
活
用
で
き
る
場
合
も
あ

る
た
め
動
向
を
注
視
す
る
。

答 

報
道
に
よ
る
と
一
部
自
治
体
で

は
、
多
数
の
感
染
者
が
発
生
し
、
感

染
リ
ス
ク
と
向
き
合
い
従
事
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
慰
労
金
の
意
味
を
込

め
た
給
付
金
を
職
員
に
対
し
て
支
給

す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
が
、
当

町
は
現
時
点
で
は
予
定
し
て
い
な
い
。

答 

個
人
、
企
業
、
団
体
等
か
ら
マ

ス
ク
や
消
毒
液
の
寄
贈
や
寄
附
金
を

頂
き
、
大
変
あ
り
が
た
く
、
ご
厚
意

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

寄
贈
し
て
頂
い
た
マ
ス
ク
等
は

学
校
、
居
宅
介
護
事
業
所
、
児
童
セ

ン
タ
ー
や
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る

民
生
委
員
や
消
防
団
員
等
へ
配
布
し

た
。

　

寄
贈
者
等
の
周
知
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
で
順
次
お
知
ら
せ
し
て

い
く
。

答 

国
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
と
県

内
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
６
月
１

日
に
解
除
し
、
通
常
通
り
と
し
た
。

　

し
か
し
、
感
染
対
策
を
万
全
と
す

る
た
め
、
利
用
者
の
体
調
や
３
密
対

策
等
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て

施
設
を
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

保育園等の職員や公共施設清掃員に対し、
支援金１人５万円を支給する考えは

平野　敏彦 議 員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

�

に
つ
い
て
問
う

問 

給
付
金
の
通
知
状
況
及
び
、
申

請
世
帯
数
と
未
申
請
の
対
策
は
。

問 

老
々
世
帯
な
ど
の
未
申
請
者
の

構
成
を
把
握
し
て
い
る
か
。

問 

本
庁
舎
１
階
は
３
密
に
近
い
状

態
で
心
配
さ
れ
る
。
職
員
が
ク
ラ
ス

タ
ー
と
な
る
危
険
性
は
な
い
か
。

問 

県
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
保
つ
た
め
に
２
メ
ー
ト
ル
の

間
隔
と
し
て
い
る
が
当
町
の
職
員
間

の
配
置
が
近
い
。
県
と
の
見
解
が
違

う
の
か
。

問 
職
員
の
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
時
差
出
勤
、
シ

ス
テ
ム
変
更
等
の
検
討
は
。

問 

来
訪
者
の
体
温
を
瞬
時
に
測
定

で
き
る
「
体
表
温
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
は
。

問 

町
内
の
保
育
園
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
等
の
職
員
や
公
共
施
設
の
清

掃
員
に
対
し
、
支
援
金
１
人
５
万
円

を
支
給
す
る
考
え
は
。

問 

マ
ス
ク
寄
贈
者
の
詳
細
と
配
布

先
の
周
知
は
。

問 

公
共
施
設
の
利
用
時
間
「
１
時

間
制
限
」
を
見
直
す
考
え
は
。

問 

こ
の
導
入
費
用
に
係
る
国
の
財

政
支
援
は
。
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▼
　
一
般
質
問

答 

介
護
を
必
要
と
す
る
方
の
み
な

ら
ず
介
護
者
と
家
族
全
体
の
状
態
を

把
握
し
、
必
要
と
す
る
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
を
は
じ
め
、「
多
重
介
護
」や「
過

重
介
護
」の
有
無
を

見
極
め
、
総
合
的
な

サ
ー
ビ
ス
支
援
に
つ

な
げ
て
い
る
。

答 

現
情
報
で
は
、
介
護
負
担
を
理

由
に
離
職
し
た
事
例
は
な
い
。

　

介
護
離
職
防
止
策
と
し
て
、
介
護

休
業
制
度
等
の
周
知
や
活
用
を
官
民

一
体
と
な
っ
て
進
め
、
関
係
機
関
と

協
働
で
制
度
の
周
知
を
継
続
し
て
い

く
。

答 

介
護
が
長
期
化
又
は
介
護
の
仕

方
に
悩
ん
で
い
る
方
へ
は
、
介
護
支

援
専
門
員
等
が
現
状
を
把
握
し
、
高

齢
者
や
そ
の
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
心
が
け
、
高
齢
者
虐
待
の
未

然
防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に

努
め
て
い
る
。

答 

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力

が
不
十
分
な
方
を
保
護
し
、
支
援
す

る
た
め
の
制
度
で
、
既
に
判
断
能
力

が
不
十
分
な「
法
定
後
見
制
度
」と
、

将
来
の
不
安
に
備
え
た「
任
意
後
見

制
度
」が
あ
る
。
当
町
の
任
意
後
見

制
度
利
用
者
は
、
令
和
元
年
８
月
現

在
で
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

答 

当
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

法
人
後
見
の
受
託
は
実
施
し
て
い
な

い
。
平
成
28
年
に「
成
年
後
見
制
度

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」が

施
行
さ
れ
、
圏
域
７
町
村
で
、
設
置

に
向
け
検
討
を
行
う
。

答 

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
認

知
症
ケ
ア
パ
ス
等
へ
の
掲
載
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
認
知
症

カ
フ
ェ
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
説
明
し

て
い
る
。
介
護
支
援
専
門
員
等
か
ら

制
度
利
用
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
へ

の
情
報
提
供
を
受
け
、
随
時
相
談
を

行
い
、
利
用
促
進
に
向
け
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

答 

令
和
２
年
５
月
末
現
在
１
６
０

６
人
。
う
ち
日
常
の
見
守
り
活
動
や

災
害
時
等
の
支
援
に
備
え
る
た
め
の

「
見
守
り
マ
ッ
プ
」の
登
録
済
者
数

は
６
０
６
人
と
な
っ
て
い
る
。

答 

買
い
物
弱
者
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
町
内
の
小
売
店
の
実
態
調
査

を
行
い
、
電
話
番
号
や
取
り
扱
い
内

容
な
ど
を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を
作
成

し
た
。

　

今
後
も
地
域
や
民
間
の
力
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 

転
倒
予
防
や
認
知
症
予
防
を
目

的
に「
介
護
予
防
教
室
」を
中
学
校
区

毎
に
実
施
し
て
い
る
。

　
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」「
１
０
０
歳

体
操
」等
を
地
域
支
援
者
が
中
心
と

な
り
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
支
援
し
て
い
る
。

「多重介護」の増加が懸念
介護する側への支援策は
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「
多
重
介
護
」
に
対
す
る

�

支
援
の
方
向
性
を
問
う

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の

�

対
応
に
つ
い
て
問
う

問 

一
人
が
同
時
に
複
数
の
家
族
を

介
護
し
、過
度
な
負
担
を
抱
え
る
「
多

重
介
護
」
が
増
加
し
「
介
護
す
る
側

へ
の
支
援
」
の
重
要
性
が
問
わ
れ
て

い
る
が
、
町
の
対
応
は
。

問 

「
多
重
介
護
」
に
よ
る
離
職
者
の

現
況
把
握
は
。
経
済
的
負
担
等
の
事

例
と
調
査
は
。

問 

介
護
疲
れ
に
よ
り
、
虐
待
等
の

発
生
要
因
に
も
な
る
と
思
う
が
、
町

の
対
応
は
。

問 

車
も
な
く
頼
る
家
族
も
い
な
い

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
数
は
。

問 

「
任
意
後
見
人
」
制
度
の
利
用
者

数
は
。

問 

買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
進
捗

状
況
は
。

問 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
、
常

に
孤
独
感
を
募
ら
せ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
支
援
内
容
は
。

問 

社
会
福
祉
協
議
会
等
が
法
人
と

し
て
引
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
が
当
町
は
。

問 

こ
の
制
度
の
認
知
度
が
低
い
と

思
わ
れ
る
。
町
の
更
な
る
周
知
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
。

「
任
意
後
見
人
」
制
度

�

に
つ
い
て
問
う

　
▶
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
様
子
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

解
除
さ
れ
た
が
、
第
２
波
に

備
え
「
３
つ
の
密
」
の
回
避

（
①
身
体
的
距
離
の
確
保
②

マ
ス
ク
の
着
用
③
手
洗
い
な

ど
の
手
指
衛
生
の
基
本
的
感

染
対
策
）
を
継
続
、
徹
底

し
、
さ
ら
に
「
新
し
い
生
活

様
式
」
を
日
常
生
活
・
経
済

活
動
に
定
着
さ
せ
な
が
ら
、

行
政
と
町
民
が
連
携
し
難
局

を
乗
り
切
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
議
会
の
５
月
臨
時
会
及

び
、
６
月
定
例
会
で
は
、
主

に
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
の
町
独
自
支
援
策
に
対

し
、
活
発
な
議
論
の
中
で
補

正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
や
事
業
者
へ
の

各
種
支
援
策
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�

広
報
委
員　

澤
上　

勝

編
集
後
記

５月12日（火）に開催し、新型コロナ対策の議会運営について協議しま
した。紙面の都合上、会議内容は抜粋して掲載しております。

◆町の新型コロナウイルス対策を協議

問�【澤頭好孝委員】八戸市等の特別定額給付金
の申請が混雑しているようだが、当町の対策
は。

　答�【副町長】混雑緩和策として、基本的に郵
送申請して頂く。しかし、記載方法やコ
ピーが取れない方のために５月中は、町内
３カ所（町民交流センター、北公民館、み
なくる館）で受付窓口を設置し対応する。

問� 間違って「給付を受けない」に記載した方の
対応は。

　答�【副町長】本人が後日、間違いに気づいた
場合は、申し出により再度申請書を郵送し
対応する。

問� 間違いに気づかない方に対して確認を取った
方が良いのでは。

　答�【副町長】本当に「給付を受けない」方に
対して、電話確認した場合、気分を害する
恐れがあるため対応を考えたい。

問� 第１弾の対応が遅い遅いと言われているが第
２弾、第３弾の検討内容は。

　答�【副町長】主なものとして、プレミアム付
商品券を検討している。

問� 現在は、財政調整基金を取り崩し新型コロナ
対策に使っているが、その他の基金で使える
ものはあるのか。

　答�【財政管財課長】基金には目
的があるので、今回は財政調
整基金を取り崩し、新型コロ
ナ対策の財源とする。

◆案件：議会の新型コロナウイルス感染防止対策

協議 ��本会議の会議時間の短縮を図るため、一般質問
の時間短縮の措置を講ずるか。

　意見 ��【西館芳信委員】時間短縮に効果があるか、疑
問がある。私は普通にやっても良いと思う。

（＊＊委員異議なし＊＊）

協議 ��３密を避けるため、行政委員長３人の出席者数
を減らし、席の間隔を空ける対応について

　質問 ��【西館芳信委員】議会への出席要求者は誰か。
　回答 �【議会事務局】議長です。
　意見 ��【松林義光委員長】３密を避け席の間隔を確保

するため出席要求はしなくても良いと思う。
（＊＊委員異議なし＊＊）

協議 ��今年度の委員会行政視察の実施について
【内�容】今年度の行政視察を見合わせ、計上予算を感
染症対策関連事業費に充てるよう町に申入れす
る。予算額は２３９万５千円で９月補正予算にて
減額計上するもの。　

　意見 ��【松林義光委員長】今年度は、受け入れ側のこ
とも考慮し、議会運営委員会の行政視察を見
合わせたいと考えている。

　意見 ��【西館芳信委員】今の世の中の流れだと誰も反
対できないと思う。議運だ、産業民生だとい
うよりも、議長の大きなリーダーシップで良
いと思う。

（＊＊委員異議なし＊＊）

協議 ��町内飲食店を応援するため、議
会の会議の際に議員の個人負担
で「お弁当」を注文することに
ついて
　　（＊＊委員異議なし＊＊）

第４回議会運営委員会

第３回定例会のお知らせ
令和２年９月３日（木）午前10時から

おいらせ町議会では、
みなさんの傍聴をお待ちしています。
※傍聴される方はマスク着用をお願いします。
●問い合せ　議会事務局（本庁舎３階）
●電話　0178（56）2112

　

７
月
９
日（
木
）青
森
市
に
お
い

て
、
県
内
町
村
議
会
議
員
等
の
研

修
会
が
開
催
さ
れ
当
町
か
ら
は
議

員
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
政
治
評
論
家
の
有

馬
晴
海
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
今

後
の
政
局
・
政
治
展
望
」
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
県
健
康

福
祉
部
か
ら
は
青
森
県
の
目
指
す

「
青
森
県
型
地
域
共
生
社
会
」
と

題
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
議
員

自
ら
が
積
極
的
に
行
動
し
、「
地

域
で
支
え
合
い
、
共
に
生
き
る
社

会
」
の
実
現
が
重
要
で
あ
る
と
説

明
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会


